
課題別グループごとに政策をつくります。

北海道教育大学附属函館中学校
第３学年社会科（公民的分野）
単元の進め方プリント（３-３） 「地方自治と私たち」 学習の進め方

皆さんは、函館市長選挙に立候補を予定している候補者の
ブレーンです。皆さんには、函館市の課題を解決する政策
をつくることが求められています！

そのために！政策をつくるための単元の進め方

単元前 皆さんが「函館市の課題」だと考えることを１８の項目から選びます。

授業者がアンケート調査をもとに、課題別グループを作ります。

課題別グループごとに、函館市の課題とその解決策を考えます。

第１時に課題別グループで考えた「函館市の課題」を（ ）に入れて
「単元を貫く学習課題」を設定します

Today’s think!：
函館市の課題は何か？それはどうすれば解決するのか？
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第２時 Today’s think!：
課題解決のための条例を制定するためには、

どのような手続きがあるのか？

Today’s think!：
函館市の財政にはどのような特徴があるのか？

Today’s think!：
課題解決のために、住民に何ができるのか？

第３時

第４時

第１時

学習内容を
踏まえて、
函館市の課題
やその解決策
の検討・変更
をします。

第５時
政策「Aを解決するためにBに取り組みます！」

（函館市の課題＝A、その解決策＝B）

つくられた複数の政策の中から、
どの政策を候補者の政策とするのか、検討します。

ただし！候補者は３つの政策しか主張できません！

３学級から異なる政策を主張する３人の候補者がそれぞれ誕生します。
この候補者のうち、誰が函館市長にふさわしいのか、
幅広い年齢層による模擬選挙を実施します。

地方自治の意義や仕組みなど、基本的な考え方や
地方財政の状況について理解する。
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